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☆
国
際
空
港
セ
ミ
ナ
ー

神
戸
で
開
か
れ
る

四
月
七
日
午
前
十
時
か
ら
、

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
ニ
階
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
関
西
新
国

際
空
港
協
議
会
主
催
に
よ
る
国

際
空
港
セ
ミ
ナ
ー
が
、
内
外
の

講
師
、
関
係
者
を
迎
え
て
擬
大

に
開
か
れ
た
。

人
と
物
と
情
報
の
移
動
は
高

速
・
大
量
化
時
代
を
迎
え
、

Ｓ
Ｓ
Ｔ
や
ジ
ャ
ン
ボ
・
ジ
ェ
ッ

ト
に
よ
る
航
空
輸
送
の
出
現
も

間
近
に
迫
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら

を
結
ぶ
国
際
空
港
の
重
要
性
が

ま
す
ま
す
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
き
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
金
井
兵
庫
県
知

事
の
あ
い
さ
つ
に
は
じ
ま
り
、

映
画
「
空
の
交
通
革
命
」
「
ス

キ
ー
ポ
ー
ル
空
港
」
を
は
さ
ん

で
、
航
空
工
学
の
権
威
、
木
村

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

蕊灘

満員の空港セミナー会場

秀
政
日
大
教
授
、
シ
ア
ル
ト
空

港
長
ド
ナ
ル
ド
・
シ
ェ
イ
氏
ら

五
人
の
講
演
が
あ
り
、
参
加
し

た
五
百
人
の
関
係
者
は
熱
心
に

聴
き
い
っ
て
い
た
。
さ
い
ご
に

神
戸
港
と
姉
妹
都
市
の
提
携
を

し
て
い
る
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
市
長

Ｗ
・
ト
マ
ス
ン
氏
と
原
口
神
戸

市
長
の
あ
い
さ
つ
で
午
後
五
時

会
を
閉
じ
た
。

☆
三
菱
重
工
神
戸
造
船
所
で

船
台
を
大
改
修

三
菱
重
工
神
戸
造
船
所
で
は

テ
ィ
ア
ー
・
ド
ロ
ッ
プ
型
（
正

面
か
ら
み
て
涙
を
お
と
し
た
よ

う
な
か
た
ち
）
潜
水
艦
建
造
の

た
め
、
第
四
船
台
を
改
修
し
、

船
台
の
方
向
を
移
動
す
る
工
事

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
テ
ィ
ア
ー
・
ド
ロ
ッ

プ
型
潜
水
艦
建
造
に
高
張
力
鋼

の
使
用
が
要
求
さ
れ
る
の
で
、

温
度
、
湿
度
を
一
定
に
保
つ
必

要
が
あ
る
た
め
、
潜
水
艦
建
造

の
専
用
船
台
に
あ
て
て
い
る
第

四
船
台
を
す
っ
ぽ
り
お
お
う
盾

を
つ
く
り
、
あ
わ
せ
て
他
の
船

台
を
も
改
修
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
こ
の
第
四
船
台
の
工
事

に
と
も
な
っ
て
第
二
船
台
と
第

三
船
台
を
整
理
す
る
工
事
も
な

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
工
事
に
と
も
な
っ

て
在
来
の
四
十
五
ト
ン
ク
レ
ー

ン
二
基
と
三
十
ト
ン
ク
レ
ー
ン

一
基
が
撤
去
さ
れ
、
あ
ら
た
に

八
十
ト
ン
ク
レ
ｉ
ン
、
青
ト
ン

ク
レ
ｉ
ン
そ
れ
ぞ
れ
一
基
づ
つ

設
置
さ
れ
る
ほ
か
、
岩
壁
も
一

部
修
理
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
改
修
工
事
は

三
月
か
ら
着
手
し
て
お
り
、
そ

の
た
め
し
ば
ら
く
は
同
造
船
所

で
の
進
水
風
景
は
見
ら
れ
な
い

が
、
こ
の
秋
に
は
工
事
を
お
え

る
予
定
。

☆
神
戸
製
鋼
所

栃
木
と
広
島
に
も
進
出

神
戸
製
鋼
所
で
は
、
さ
る
三

月
十
七
日
加
古
川
製
鉄
所
一
号

高
炉
の
起
工
式
を
お
こ
な
っ
た

が
、
栃
木
と
広
島
で
も
新
工
場

の
建
設
を
す
す
め
て
い
る
。

近
年
い
ち
ぢ
る
し
く
増
加
し

て
い
る
ア
ル
ミ
押
出
型
材
の
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、
栃
木
県

真
岡
（
も
お
か
）
市
に
昨
年
十

月
か
ら
新
工
場
を
建
設
中
で
、

こ
の
八
月
に
は
一
部
が
完
成
、

浄ＫＯＢＥオフィスレディ￥

稼
働
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
以
後
、
押
出
機
数
を
ふ
や

し
、
工
場
全
体
の
完
成
が
予
定

さ
れ
て
い
る
昭
和
四
十
七
年
ま

で
に
押
出
機
八
基
を
設
置
し
、

日
産
能
力
を
約
二
千
五
百
ト
ン

に
ま
で
伸
ば
す
予
定
。
こ
れ
は

同
社
長
府
工
場
（
下
関
市
）
に

あ
る
設
備
だ
け
で
は
需
要
に
追

い
つ
か
ず
、
く
わ
え
て
、
需
要

の
過
半
が
関
東
地
区
に
あ
る
た

め
、
関
東
に
建
設
さ
れ
る
も
の

で
、
納
期
、
品
質
保
証
の
面
で

の
サ
ー
ビ
ス
を
一
層
充
実
す
る

も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

－
○
．

一
方
、
広
島
県
西
条
町
に
は

溶
接
棒
の
西
Ｒ
本
地
区
の
需
要

に
こ
た
え
る
た
め
の
溶
接
棒
工

場
お
よ
び
建
設
機
械
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
を
建
設
中
。
溶
接
棒

工
場
は
同
社
と
し
て
は
、
茨
木

（
大
阪
）
、
藤
沢
（
神
奈
川
）
、

日
高
（
兵
庫
）
に
つ
い
で
四
番

目
の
も
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
Ｉ
は
今
年
八
月
、
溶
接
棒
工

場
は
四
十
六
年
完
工
の
予
定
。

き
、
出
強
代
に
好
市
一

て
芸
を
勉
現
け
も
度
一

で
手
精
の
、
だ
ら
年
一

も
、
に
語
り
れ
か
“
｜

務
き
道
理
国
あ
そ
誰

勤
着
華
料
外
も
。
、
Ｌ
↑

の
課
粍
匡
皿
諏
読
搾
域
雄
一

⑫
画
ろ
と
か
方
力
ら
も
に
一

凱
畦
そ
行
ぱ
一
努
お
判
町
一

》
》
》
碑
》
畔
》
》
》
“
一

山
認
年
ろ
ら
。
れ
面
人
兵

神
皿
唖
恥
極
粍
Ｆ
純
証
池

し
こ
四
ら
て
し
同
い
ま
・

祉
日
に
お
っ
ら
や
て
生
卒

入
今
れ
て
や
性
司
れ
戸
港

た
そ
し
も
女
上
か
神
神

溌蕊蕊蕊
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神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
⑳

情
報
社
会
時
代
の
神
戸
の

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー水
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☆
紀
伊
水
道
を
さ
か
の
ぼ
り
、
大
阪
湾

を
こ
え
て
、
海
か
ら
神
戸
港
へ
近
づ
い

て
く
る
と
六
甲
の
緑
を
背
に
う
け
て
、

一
き
わ
背
高
く
抜
け
出
た
四
角
い
塔
が

目
に
入
っ
て
き
ま
す
。

や
が
て
近
い
将
来
、
夜
、
高
速
道
路

に
乗
っ
て
、
神
戸
の
都
心
へ
向
っ
て
き

た
と
き
も
、
ま
ず
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に

と
び
込
ん
で
く
る
の
は
光
の
ガ
ラ
ス
塔

で
し
ょ
う
。
超
高
層
ビ
ル
は
、
近
代
都

市
の
都
心
の
サ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す

ア
メ
リ
カ
で
、
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
、
タ

ｉ
ン
パ
ィ
ク
を
ど
ん
ど
ん
走
り
抜
け

て
、
い
く
つ
も
街
を
訪
ね
あ
る
い
た
時

も
、
都
市
へ
近
づ
い
て
き
た
こ
と
を
ま

ず
知
ら
せ
て
く
れ
た
の
は
、
数
本
の
超

高
層
ビ
ル
の
シ
ル
エ
ッ
ト
の
サ
イ
ン
で

し
た
。空

港
か
ら
都
心
へ
向
う
高
速
道
路
が

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
へ
近
づ
い
て
、
こ
の
街

は
ど
ん
な
街
か
な
と
心
を
は
ず
ま
せ
る

き
っ
か
け
も
、
超
高
層
ビ
ル
の
シ
ル
エ

ッ
ト
の
い
ろ
い
ろ
な
表
情
を
見
つ
め
て

か
ら
で
し
た
。

超
高
層
ビ
ル
の
足
も
と
は
Ｐ
都
心
の

広
場
で
も
あ
り
ま
す
。
サ
イ
ン
と
し
て

の
こ
の
超
高
層
ビ
ル
が
、
そ
の
都
市
の

シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は

そ
の
ビ
ル
の
機
能
の
中
身
で
決
ま
り
ま

す
。
多
く
の
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

背
景
に
し
て
、
神
戸
商
工
貿
易
セ
ン
タ

ー
も
、
情
報
社
会
時
代
の
神
戸
の
頭
脳

セ
ン
タ
ー
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
育
て
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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☆
六
甲
の
緑
と
自
然
の
傾
斜
を
そ
の
ま

ま
大
切
に
し
て
住
宅
地
を
つ
く
っ
て
い

け
ば
、
神
戸
の
街
独
特
の
す
ば
ら
し
い

環
境
を
う
み
出
せ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
住
宅
は
、
急
な
傾
斜
地
と
い
う
条
件

を
逆
に
そ
の
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
プ

ラ
ス
の
要
因
に
お
き
か
え
て
ゆ
こ
う
と

設
計
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

傾
斜
地
を
せ
き
と
め
る
か
た
ち
の
コ

ン
ク
リ
ｉ
卜
の
潅
壁
で
囲
ま
わ
れ
た
部

分
が
居
住
空
間
に
な
っ
て
い
て
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
架
構
の
内
壁
が
黒
の
ペ
ン

キ
で
塗
ら
れ
た
ガ
ラ
ン
ド
ウ
の
白
の
タ

イ
ル
敷
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ン

ク
リ
Ｉ
卜
の
壁
に
よ
り
か
か
り
な
が
ら

木
造
の
部
屋
が
二
階
に
と
り
つ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
木
造
部
分
は
、
そ
の
耐
用
年
数

と
家
族
の
変
動
に
応
じ
て
変
わ
っ
て
ゆ

く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
部
分
で
、
今

は
、
寝
室
と
納
戸
の
構
成
で
す
。
一
階

の
庭
を
か
こ
っ
た
背
の
高
い
ス
レ
ー
ト

塀
は
、
コ
ン
ク
リ
ｉ
ト
の
固
い
壁
に
対

す
る
柔
い
壁
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
生

活
の
拡
が
り
を
限
定
し
、
守
る
も
の
と

し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
家

は
住
宅
の
要
因
を
出
来
る
だ
け
素
直
な

形
で
整
理
し
て
、
住
む
人
の
個
性
が
素

直
に
み
の
っ
て
く
る
よ
う
な
す
ま
い
を

つ
く
り
た
い
と
い
う
意
図
で
設
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
（
高
月
昭
子
）

す
ま
い
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
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毎

ふ
つ
う
大
気
中
の
悪
気
流
は

雲
が
と
も
な
う
の
で
、
遠
く
か

ら
だ
い
た
い
そ
の
強
さ
や
性
質

の
検
討
が
つ
く
も
の
だ
が
、
晴

天
乱
流
と
い
う
の
は
、
か
ら
り

と
晴
れ
わ
た
っ
た
雲
ひ
と
つ
な

い
空
の
中
で
、
い
き
な
り
飛
行

機
を
ガ
タ
ガ
タ
ゆ
り
う
ご
か
す

は
な
は
だ
感
じ
の
悪
い
ヤ
シ
で

あ
る
。こ

れ
は
各
高
度
に
発
生
す
る

が
、
最
近
一
ば
ん
注
目
さ
れ
て

い
る
の
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
巡

航
す
る
八
、
○
○
○
，
’
一
二
、

○
○
○
脱
く
ら
い
の
い
わ
ゆ
る

亜
成
層
圏
で
遭
遇
す
る
晴
天
乱

流
で
あ
る
。

だ
い
た
い
成
層
圏
と
い
う
の

は
気
流
の
乱
れ
が
ほ
と
ん
ど
な

い
静
か
な
所
と
思
っ
て
い
た
そ

れ
が
天
候
も
上
々
な
の
に
、
ま

る
で
低
空
で
雷
雲
の
中
に
で
も

入
っ
た
時
み
た
い
に
い
き
な
り

ガ
ブ
ら
れ
る
の
だ
か
ら
し
ま
つ

が
悪
い
。
こ
の
高
度
の
晴
天
乱

☆
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル

ノ

晴
天
乱
流

流
に
つ
い
て
の
調
査
は
す
で
に

阜

相
当
お
こ
な
わ
れ
つ
つ
あ
り
、

例
の
気
象
観
測
機
Ｕ
・
２
な
ど

も
一
役
買
っ
た
結
果
、
だ
い

だ
い
中
緯
度
付
近
で
は
高
度

一
○
、
○
○
○
綴
付
近
に
多
く

ジ
ェ
ッ
ト
・
ス
ト
リ
ー
ム
に
関

係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
と
対
照
的
な
の
は
、
大

型
機
が
飛
ん
だ
後
に
で
き
る
晴

天
乱
流
で
、
風
が
静
か
な
時
は

飛
行
後
五
分
間
く
ら
い
続
く
。

小
型
機
が
離
着
陸
時
に
原
因
不

念
垂
》ピる

明
の
理
由
で
墜
落
す
る
の
は
、

じ
つ
は
そ
の
少
し
前
に
通
過
し

た
大
型
機
の
残
し
た
晴
天
乱
流

に
よ
る
も
の
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｃ
の
ジ
ェ
ッ
ト
機

Ｂ
７
０
７
が
、
昭
和
四
十
一
年

コンタワースイッチを入れると
中が拭けて穴があいたようにな
る。これが邑る電は両園明度が
大でﾂ登れてL ,ること力吻かる

最大2 8 0 k ｍまで可能

登
山
者
の
証
言
が
Ｃ
Ａ
密
に
す

る
事
故
が
あ
る
こ
と
が
そ
の
後

判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
飛
行
機

が
垂
直
に
尾
翼
を
下
に
し
て
落

下
し
て
い
る
姿
を
目
視
し
て
い

た
。
こ
れ
は
上
昇
気
流
の
あ
る

と
こ
ろ
で
、
ラ
ジ
オ
ゾ
ン
デ
を

放
す
と
、
気
流
に
の
っ
て
上
昇

し
、
上
空
の
あ
る
地
点
か
ら
は

下
向
し
始
め
る
転
向
点
に
達
す

る
。
そ
こ
か
ら
急
速
に
ゾ
ン
デ

は
糸
を
引
い
た
よ
う
に
降
下
し

上
昇
気
流
の
す
さ
ま
じ
さ
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｃ

の
Ｂ
７
０
７
も
同
様
に
こ
れ
と

全
く
同
じ
状
態
で
墜
落
し
た

×
×
×
×

ジ
ェ
ッ
ト
航
空
機
は
通
常
、

気
象
用
し
Ｉ
グ
ー
を
使
用
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
雲
の

位
置
、
種
類
、
形
状
な
ど
を
し

ら
べ
、
雷
、
雨
、
ひ
ょ
う
、
ま

た
は
気
流
の
乱
れ
な
ど
を
探
索

し
な
が
ら
飛
行
す
る
か
ら
、
安

全
運
航
と
快
適
な
乗
り
心
地
が

こ
の
気
象
レ
ー
ダ
ー
の
お
か
げ

で
保
証
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ム

ダ
な
遠
ま
わ
り
を
さ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
飛
行
時
間
の
短
縮
と

燃
料
の
節
約
に
な
る
。
し
か

し
、
気
象
レ
ー
ダ
ー
と
い
え
ど

も
高
空
に
お
け
る
Ｃ
Ａ
Ｔ
が
発

見
で
き
な
い
か
ら
、
こ
れ
の
高

層
気
流
観
測
が
望
ま
れ
る
。

気象し ダ

三
月
五
日
富
士
山
付
近
で
墜
落

し
た
の
は
前
者
の
亜
成
層
圏
で

発
生
し
た
上
昇
気
流
に
よ
る
乱

れ
が
原
因
と
い
わ
れ
る
。

×
×
×
×

四
十
一
年
は
日
本
の
航
空
界

は
事
故
つ
づ
き
で
あ
っ
た
。
第

一
号
は
二
月
四
日
の
全
日
空
の

Ｂ
７
２
７
が
、
千
歳
空
港
か
ら

東
京
国
際
空
港
に
向
け
飛
行
し

千
葉
市
上
空
で
東
京
国
際
空
港

管
制
塔
か
ら
進
入
許
可
を
受
け

た
後
、
東
京
湾
に
墜
落
、
一
三

三
名
全
員
死
亡
し
た
。
第
二
号

が
、
三
月
四
日
の
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｌ

（
カ
ナ
ダ
太
平
洋
航
空
）
所
属

の
Ｄ
Ｃ
・
８
で
、
香
港
か
ら
東

京
国
際
空
港
に
到
着
、
着
陸
進

行
中
、
滑
走
路
末
端
手
前
の
防

潮
堤
に
衝
突
、
大
破
炎
上
六
四

名
が
死
亡
、
八
名
が
重
傷
を
負

っ
た
。
つ
づ
い
て
、
三
月
五
日

Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｃ
の
Ｂ
７
０
７
が
東
京

国
際
空
港
を
離
陸
、
香
港
に
向

け
飛
行
中
、
富
士
山
南
南
東
二

合
目
付
近
（
通
称
大
郎
坊
）
に

墜
落
、
大
破
炎
上
一
三
三
名
全

員
が
死
亡
し
た
。
こ
の
年
十
一

月
十
二
日
に
は
全
日
空
の
Ｙ
Ｓ

ｕ
が
松
山
空
港
沖
に
墜
落
水
没

し
、
五
○
名
が
死
亡
し
て
い

る
。

×
×
×
×

Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｃ
の
事
故
当
時
、
一
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4５

=＜圭旦三三三主z三二宝(1てよ三三三三＞二二二宗

甲南大学喫茶室（パンセ）
ロシリーズの始めに
近頃インテリアなることばが流行し，一般の関心も深いところだが“イリフネ”もまた，そのインテリアデ
コレーターを業種とする会社である。

その守備範囲は広く，住宅室内より船舶にまで及んでいるが，なかでもバッチリキマルのがオーダー家具と
店舗のデザイン施工である。家具にしろ，店舗にしる何事も無責任ムードの当節珍らしいくらい堅実を鳴らす
“イリフネ”の存在は神戸っ子にとっては，また格別の味わいではあるまいか。
当シリーズはインテリアのおもしろさを伝うべく企画したが，次回よりのメーカーが語るインテリア談義も

また一興かも…………。

淵:J=<鉦入船株式会社木工部
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驚

鍵

／ 、今年も囲う唖z 卵
五月節句は

カメヤの武者人形で
〕ＩＦ蚕貿r謬農Ｊ頚5 jブス

昼

で…… ･ ……

叫

侭■
宅
年

瀞鍵
宇
恕
髄 朗

驚霧

＜1 : ＞禰戸醗鏡院

認

霞
唖

③
カメヤおもちゃの

Ⅱ”[ , ‐パル．〃『・Ｐ詐噂 戸守△

4６三宮方面でのお買物は………
さんちか店ファミリーダウン⑲ 4 0 4 5
三宮店センター街大洋劇場東隣⑬ 4 9 6 9

元町方面でのお買物は．…- . …
元町店元町通３丁目山側⑳ 0 0 9 0
バンブウ店元町通１丁目不二家前⑳ 0 7 6 8

元町店。元町３丁目恋⑫' 2 1 2 代表

ノ、三宮店。さんちかタウン恋( ⑲１８７４～５
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☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

☆
本
誌
８
周
年
記
念
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

１
４７

１

的
神
戸
っ
子
酒
祭
り
開
く
／

，

▲はなやかな神戸酒徒番附表彰式

今
年
の
酒
祭
り
は
、
強
烈
な
リ
ズ
ム
で
始
ま
り
、
リ
ズ
ム
で
終

っ
た
。フ

ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
は
、
日
本
の
太
鼓
と
ド
ラ
ム
の
リ
ズ
ム
合
戦

だ
。
上
手
で
ド
ド
ー
ン
、
ド
ド
ー
ン
、
ド
ン
チ
ッ
チ
と
太
鼓
が
鳴

れ
ば
、
下
手
で
ダ
ダ
ン
ダ
ン
ダ
ン
と
ド
ラ
ム
が
ス
テ
レ
オ
式
に
両

サ
イ
ド
か
ら
湧
い
て
く
る
。
日
本
と
西
洋
の
か
け
あ
い
の
面
白
さ
。

太
鼓
は
、
京
都
か
ら
か
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
藤
舎
呂
悦
・
呂
翠

さ
ん
の
二
人
。
ド
ラ
ム
は
小
曽
根
実
ト
リ
オ
の
西
野
邦
夫
さ
ん
。

三
月
二
十
六
日
。
午
後
六
時
十
五
分
。
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

大
ホ
Ｉ
ル
の
会
場
は
、
も
う
満
員
の
四
百
人
近
い
盛
況
だ
。
序
曲

が
終
る
と
、
今
岡
頚
子
モ
ダ
ン
バ
レ
ー
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
十
人
と
一

花
柳
芳
恵
一
子
・
芳
里
さ
ん
に
よ
る
、
日
舞
と
モ
ダ
ン
バ
レ
ー
の

合
作
〃
お
祭
り
″
・
は
つ
ら
つ
と
し
た
姿
態
の
お
嬢
さ
ん
た
ち
の

激
し
い
モ
ダ
ー
ン
な
乱
舞
に
、
古
典
の
日
舞
で
、
村
の
男
と
女
の

ロ
マ
ン
ス
が
織
り
こ
ま
れ
て
ゆ
く
。
直
線
と
曲
線
、
静
と
動
、
飛

躍
と
様
式
美
の
対
比
的
な
踊
り
が
ぶ
つ
か
り
あ
っ
て
行
く
。

残
念
な
こ
と
に
は
、
舞
台
が
低
い
の
と
、
テ
ー
プ
演
奏
が
聞
き
一

に
く
か
っ
た
点
を
お
わ
び
し
た
い
。
本
舞
台
だ
と
も
っ
と
面
白
い

と
思
う
。
熱
演
の
終
っ
た
後
は
、
布
引
〃
大
し
ま
″
こ
と
尾
上
菊

澄
さ
ん
の
長
唄
″
黒
髪
″
・
大
奥
ス
タ
イ
ル
の
美
し
い
舞
が
、
会

場
の
た
め
息
を
さ
そ
う
。
演
奏
は
、
岡
安
喜
歌
子
連
中
の
皆
さ

ん
。
し
っ
と
り
と
女
心
を
舞
う
あ
で
や
か
さ
は
、
日
舞
の
も
つ
醍

醐
味
で
あ
る
。

美
女
の
舞
の
後
に
、
ま
か
り
出
た
の
が
神
戸
っ
子
編
集
部
員
一

同
。
小
泉
康
夫
編
集
長
に
、
８
周
年
を
記
念
し
て
海
の
女
王
田
口

さ
ん
が
抱
え
た
三
急
出
版
か
ら
の
花
束
が
、
わ
た
く
し
に
は
、
ア

ト
リ
エ
・
ヨ
シ
コ
の
中
島
嘉
子
さ
ん
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
た
。
川
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▼海の女王田口さんから小泉編集長に花束が 蕊蕊蕊ｑ
Ｊ

4８

鞠
間
蝉
維

端
歌
一
、
岡
本
邦
彦
、
高
田
嘉
彦
の
三
人
も
な
れ
ぬ
舞
台
で
真

妙
。
（
宮
本
律
子
な
ど
他
の
女
性
部
員
は
受
付
で
活
躍
中
で
ぬ
け

ま
し
た
）

そ
し
て
、
お
待
ち
か
ね
、
神
戸
酒
徒
番
附
の
表
彰
式
。

舞
台
に
ど
っ
か
と
腰
を
す
え
た
灘
の
生
一
本
の
酒
樽
。
そ
の
両

サ
イ
ド
に
、
五
月
開
局
を
記
念
し
て
サ
ン
テ
レ
ピ
ガ
ー
ル
ズ
の
可

愛
い
い
お
嬢
さ
ん
た
ち
が
ず
ら
り
。
そ
こ
へ
流
れ
て
く
る
伊
勢
佐

木
町
ブ
ル
ー
ス
の
演
奏
。
た
め
息
が
で
る
と
こ
ろ
で
サ
ッ
と
酒
樽

に
ド
レ
ス
が
、
ま
た
ス
リ
ッ
プ
が
、
ま
た
パ
ン
テ
ィ
が
か
か
る
。

そ
し
て
酒
樽
が
真
二
つ
に
割
れ
る
と
、
と
び
だ
し
た
の
が
酒
徒
大

関
の
津
高
和
一
画
伯
と
、
ピ
キ
ニ
ス
タ
イ
ル
の
酒
の
女
神
。
津
高

画
伯
は
、
女
神
よ
り
祝
盃
を
う
け
て
、
酒
徒
代
表
で
〃
宣
誓
″
を

す
る
。
今
年
も
大
い
に
健
闘
い
た
し
ま
す
と
…
…
。

宣
誓
が
終
る
と
、
三
役
陣
の
登
場
で
あ
る
。
審
査
員
の
竹
田
洋

太
郎
さ
ん
が
呼
び
出
し
、
阿
部
正
夫
、
津
高
和
一
、
足
立
巻
一
、

鴨
居
玲
、
元
永
定
正
、
田
口
寛
治
さ
ん
な
ど
に
、
ミ
ス
神
戸
、
海

の
女
王
を
始
め
と
し
た
十
人
の
振
袖
の
お
嬢
さ
ん
方
が
、
灘
五
酉

会
提
供
の
特
級
酒
を
賞
品
と
し
て
わ
た
し
て
ゆ
き
、
は
な
や
か
な

〃
揃
い
の
み
″
で
第
一
部
の
幕
を
降
ろ
し
た
。

さ
て
場
内
は
、
来
年
の
万
博
を
ひ
か
え
て
、
今
年
は
万
国
居
酒

屋
で
行
こ
う
と
い
う
趣
向
。
灘
五
酉
会
協
力
の
一
斗
樽
が
、
木
の

香
も
さ
わ
や
か
に
各
テ
ー
ブ
ル
の
中
央
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

大
関
、
菊
正
宗
、
忠
勇
、
金
盃
、
白
鶴
、
白
鹿
、
冨
久
娘
、
白

雪
、
多
聞
、
沢
之
鶴
、
桜
正
宗
、
日
本
盛
の
十
二
メ
ー
カ
ー
。
音

に
聞
こ
え
た
灘
の
生
一
本
を
ひ
し
ゃ
く
で
汲
み
か
わ
し
、
ま
た
、

升
に
塩
を
の
せ
て
グ
イ
呑
み
を
楽
し
む
人
達
。

ビ
ー
ル
は
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
。
そ
し
て
洋
酒
は
今
年
初
登
場
の
サ

ン
ト
リ
ｉ
と
マ
ン
ズ
ワ
ィ
ン
。
酒
祭
り
を
祝
し
て
金
露
か
ら
も
一

斗
樽
が
到
着
す
る
。
ま
あ
一
年
に
一
度
の
こ
と
と
は
い
え
、
こ
れ

だ
け
の
銘
酒
を
飲
み
、
味
わ
う
と
い
う
こ
と
は
、
酒
フ
ァ
ン
な
ら

ず
と
も
生
つ
ば
も
の
。

そ
れ
ぞ
れ
の
銘
酒
テ
ー
ブ
ル
を
、
万
国
居
酒
屋
に
し
た
て
、
世

界
の
フ
ラ
ッ
グ
が
は
た
め
く
な
か
を
、
世
界
一
周
の
み
あ
る
き
と

き
め
こ
ん
で
テ
ー
ブ
ル
訪
問
を
す
る
。
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艶
回転画

①●の

キ
ャ
ン
テ
ィ
の
イ
タ
リ
ヤ
コ
ー
ナ
ー
は
、
赤
、
白
、
緑
の
円
筒

が
立
っ
て
、
新
谷
露
紀
さ
ん
が
写
し
た
イ
タ
リ
ア
娘
の
ビ
キ
ニ
写

真
が
太
陽
の
国
に
想
い
を
は
せ
る
。
マ
ス
タ
ー
の
榊
晴
夫
さ
ん
の

ダ
ン
デ
ィ
な
ス
タ
イ
ル
。
そ
し
て
モ
デ
ル
の
村
上
千
恵
、
マ
リ
ア

・
リ
グ
レ
ス
テ
ィ
、
松
本
み
や
さ
ん
た
ち
が
、
赤
、
白
、
緑
の
フ

ラ
ッ
グ
カ
ラ
ー
の
ミ
ニ
ド
レ
ス
。
超
満
員
の
客
人
に
、
三
色
の
帽

子
が
ゆ
れ
て
い
る
。

ク
ラ
ブ
小
万
コ
ー
ナ
ー
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
水
色
と
白
の
筒

が
北
国
を
象
徴
。
白
と
ブ
ル
ー
の
ト
ン
ガ
リ
帽
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
民
族
衣
裳
の
娘
さ
ん
が
ホ
ス
テ
ス
だ
。
マ
マ
の
岩
本
起
代
子

さ
ん
も
ご
気
嫌
。
松
乃
家
の
ブ
ラ
ジ
ル
コ
ー
ナ
に
は
、
鵜
殿
曜
冨

子
さ
ん
が
、
阿
似
子
の
マ
マ
小
島
さ
ん
が
オ
ラ
ン
ダ
コ
ー
ナ
ー
。

フ
ラ
ン
ス
は
、
る
ふ
ら
ん
の
浦
野
久
子
さ
ん
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は

大
し
ま
の
大
島
由
紀
子
さ
ん
が
あ
だ
な
着
物
姿
で
。
蕗
の
清
水

よ
し
子
さ
ん
は
、
ス
ペ
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
、
さ
ち
の
小
島
幸
子
さ
ん

は
、
メ
キ
シ
コ
コ
ー
ナ
ー
。
ア
メ
リ
カ
は
、
ロ
ー
ス
ト
シ
テ
ィ
の

メ
ン
バ
ー
が
頑
張
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
中
国
は
、
蛸
の
壷
の
木
村

憲
吾
夫
妻
が
、
中
国
服
に
身
を
か
た
め
升
酒
の
接
待
。
台
湾
は
、

半
ど
ん
の
春
木
夫
人
と
竜
た
ん
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
。
ク
ラ
ブ
コ
ト

ブ
キ
は
、
カ
ナ
ダ
コ
ー
ナ
ー
。
そ
し
て
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
は
、
ド
イ

ツ
。
サ
ン
ト
リ
ー
は
、
エ
ド
ワ
ー
ズ
の
所
司
原
義
久
さ
ん
が
担
当

し
て
初
登
場
の
人
気
を
あ
お
っ
て
い
る
。
マ
ン
ズ
ワ
ィ
ン
は
、
フ

ッ
ク
の
岩
田
和
子
さ
ん
と
可
愛
い
い
お
嬢
さ
ん
が
ス
イ
ス
の
チ
ロ

リ
ア
ン
風
俗
で
、
ワ
イ
ン
を
さ
し
だ
す
。
そ
し
て
金
露
は
、
神
戸

っ
子
の
担
当
。

小
曽
根
実
さ
ん
こ
と
ミ
ー
坊
の
ハ
モ
ン
ド
演
奏
は
、
こ
の
日
の

た
め
に
、
大
阪
ハ
モ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
の
ご
好
意
で
、
わ
ざ
わ
ざ
大

阪
か
ら
運
び
こ
ん
だ
、
二
四
○
万
円
と
い
う
立
派
な
最
新
の
ハ
モ

ン
ド
オ
ル
ガ
ン
。
ハ
ギ
レ
の
い
い
リ
ズ
ム
が
、
罵
缶
Ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｑ
岳
①

言
日
国
忌
を
演
奏
す
る
。
世
界
一
周
の
み
あ
る
き
の
雰
囲
気
が
、

場
内
い
つ
ぱ
い
に
広
が
っ
た
。
「
今
年
は
世
界
の
音
楽
で
、
万
国
気

分
を
出
そ
か
」
と
い
う
の
が
音
楽
担
当
ミ
ー
坊
の
ア
イ
デ
ィ
ア
。

酒
井
さ
ん
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
で
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
流
し
、
花

売
娘
が
場
内
を
あ
る
く
。
次
は
、
ロ
ー
ス
ト
シ
テ
ィ
・
キ
ャ
ッ
ッ

4９

繍繍鍵霧 ▼ワンサとおし寄せたイタリヤキャンティコーナー

Ｉ

鍵霧鍵鍵 輿‘癖鰯認認 驚灘灘 戦鵡翰鏡R 鞭鍵

▲ブラジリアンのサンバが場内をうずめる

滝

蟻織醗爵騨騨l 軽舞鐙蛭盤鑑

寺､ 我

q 蕊蕊
欝玲,､周
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5０

野
崎
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
の
ウ
ェ
ス
タ
ン
。
つ
づ
い
て
関
西
フ
ラ
メ

ン
コ
ー
ギ
タ
ー
研
究
会
五
人
の
メ
ン
バ
ー
の
ギ
タ
ー
演
奏
。

舞
台
監
督
は
道
化
座
阿
木
五
郎
さ
ん
た
ち
の
ス
タ
ッ
フ
。
舞
台

袖
で
は
酒
も
の
め
ず
、
い
さ
さ
か
気
の
毒
。
こ
ん
ど
は
、
ピ
ア
ノ

の
中
川
宗
和
ひ
き
い
る
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
ズ
の
デ
ィ
キ
シ
ー
演
奏
。

上
月
倫
子
バ
レ
ー
研
究
所
の
若
い
お
嬢
さ
ん
た
ち
十
人
が
、
赤
、

紺
、
黄
色
の
ド
レ
ス
で
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
を
踊
る
。
か
ぶ
り
つ
き

見
物
が
大
変
多
い
。
司
会
も
大
牧
暁
子
さ
ん
か
ら
松
葉
稔
さ
ん
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
「
い
よ
い
よ
大
人
の
時
間
で
す
」
と
始
ま
っ
た

の
が
〃
さ
し
つ
差
さ
れ
っ
ゲ
ー
ム
″
ア
ベ
ッ
ク
が
頭
で
風
船
を
さ

さ
え
、
徳
利
と
チ
ョ
コ
で
、
踊
り
な
が
ら
さ
し
つ
さ
さ
れ
て
、
一

本
あ
け
る
と
い
う
ゲ
ー
ム
。
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
マ
ン
ガ
の
た
か

は
し
も
う
さ
ん
の
も
の
。
あ
ち
こ
ち
で
笑
い
の
渦
が
湧
く
。

黄
色
い
棒
が
二
本
。
ア
フ
リ
カ
リ
ン
ポ
ー
ゲ
ｉ
ム
の
始
ま
り
。

元
永
定
正
、
小
野
田
実
、
太
田
和
子
さ
ん
た
ち
が
上
手
い
。

古
林
喜
楽
夫
妻
が
〃
ゲ
バ
棒
節
″
を
唄
っ
て
い
る
。
場
内
は
、

混
沌
と
し
て
き
た
。
最
後
を
飾
っ
た
の
は
、
三
菱
重
工
で
、
ド
ッ

ク
入
り
し
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
船
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
二
十
名
の

強
烈
な
サ
ン
バ
・
リ
ズ
ム
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
本
場
カ
ー
ニ
バ
ル
の
熱
狂
的
な
リ
ズ
ム
だ
。
打
楽

器
ば
か
り
だ
か
ら
、
腹
の
底
か
ら
こ
た
え
る
。
じ
っ
と
し
て
い
ら

れ
な
い
。
人
間
の
〃
踊
る
本
能
″
が
め
ざ
め
る
か
の
よ
う
だ
。

場
内
を
み
る
と
、
踊
っ
て
い
な
い
人
を
数
え
る
ほ
う
が
早
い
。

老
い
も
若
き
も
手
を
つ
な
ぎ
、
サ
ン
バ
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
身

体
を
振
り
、
楽
し
げ
だ
。
我
々
は
昨
年
も
「
カ
ー
ニ
バ
ル
パ
ー
テ

ィ
」
を
開
い
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ア
マ
バ
ン
ド
と
は
お
つ
き
合
い
ず

み
だ
か
ら
、
一
年
振
り
に
大
喜
び
だ
っ
た
が
、
初
め
て
聞
い
て
踊

っ
た
人
々
は
、
び
っ
く
り
仰
天
だ
っ
た
ろ
う
。
阿
波
踊
り
の
十
倍

は
パ
ン
チ
が
あ
る
。
野
生
味
あ
ふ
れ
る
サ
ン
バ
。
ち
ょ
っ
と
こ
れ

は
港
都
コ
ゥ
ベ
で
な
い
と
ご
披
露
は
で
き
ま
い
。
興
奮
の
渦
に
つ

つ
ま
れ
た
場
内
は
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
は
じ
ま
っ
て
以
来
と
一

い
う
賑
や
か
さ
。
そ
し
て
「
オ
ブ
リ
ガ
ル
デ
／
・
（
あ
り
が
と
う
）
」

と
「
サ
ョ
ナ
ラ
」
「
マ
タ
・
コ
ン
ド
」
と
サ
ン
バ
パ
ン
ド
の
人
に

別
れ
、
よ
う
や
く
酒
祭
り
の
幕
は
降
り
た
。
八
小
泉
美
喜
子
Ｖ

Ｖ神戸百店会からの賞品の残部は，出演者の
方々に贈呈しましたのでご了承下さい．

曙蝿踊

●

蕊
識

驚
鍵

鶏

埼議

▲強烈なサンバのリズムに酒祭り最高潮

「

;;灘議■』． ゆゅ茨一方･ ･ ”窪ｮ品５９出魁錘 岳｡ ｼ 説
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蝋

４月５日P M 5時のマックのお客さま

ＭＥＮ ' ＳＳＨＯＰ

Ｍ ＡＣ若人の服飾

☆本部／神戸市生田区三宮町１丁目3 2 ／ＴＥＬ3 9 - 0 9 9 1
★三宮店／神戸三宮センター街／ＴＥＬ3 9 - 0 8 9 5
☆トアロード店／神戸三宮センター街西口／ＴＥＬ3 9 - 0 8 9 6
大新開地店／神戸新開地本通／ＴＥＬ5 5 - 7 6 8 8
☆姫路店／姫路・姫路駅デパート２階／ＴＥＬ2 3 - 1 2 6 1 ( 代) < 内線6 0〉
★京都店／京都藤井大丸２階／T E L 2 1 - 8 1 8 1 ( 代）

イセヤのシャツで

スカッと. / 装おう
鍵騨嘩

鍵鍵鍵鍵鍵鍵灘鍵議《議鍵 騨撰

〈９厚安三費７
Ｖ オーダーシャツとパジャマの店

菊
＝宮本通店（ 3 3 ）４９３７
三宮センター街店（3 9 ）４７８０
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三
月
四
日
朝
、
珍
ら
し
く
降
っ
た
ド
カ
雪
に
暖
か
い
国
、
寒
い

国
か
ら
や
っ
て
き
た
オ
リ
の
中
の
動
物
た
ち
が
、
逆
毛
を
立
て
て

と
ま
ど
っ
た
り
、
ふ
る
さ
と
の
雪
に
喜
ん
だ
り
…
…
。
雪
の
日
に

と
ら
え
た
動
物
百
態
の
ヒ
ト
コ
マ
だ
。

そ
の
日
、
ま
つ
先
に
南
の
国
ア
フ
リ
カ
生
ま
れ
の
カ
バ
親
子
の

も
と
に
走
っ
た
。

寒
さ
に
比
較
的
強
い
彼
等
は
、
冬
で
も
平
気
で
屋
外
に
出
る
。

も
っ
と
も
、
朝
食
を
ど
っ
さ
り
喰
っ
た
あ
と
は
、
水
温
Ⅳ
ひ
の
暖

か
い
井
戸
水
の
プ
ー
ル
に
つ
か
り
き
り
の
毎
日
だ
が
。

と
こ
ろ
が
大
雪
の
今
朝
は
ち
が
っ
た
。
何
時
も
の
よ
う
に
外
に

出
て
朝
食
を
と
ろ
う
と
思
っ
た
と
た
ん
…
…
、
一
面
の
銀
世
界
に

ビ
ッ
ク
リ
。
下
駄
ば
き
の
よ
う
に
サ
ク
サ
ク
と
は
歩
け
な
い
。
ソ

ロ
リ
、
ソ
ロ
リ
と
歩
き
出
し
て
は
み
た
も
の
の
、
肥
っ
た
図
体
が

ま
ま
な
ら
ず
、
足
元
に
タ
イ
ャ
チ
ェ
ー
ン
で
も
巻
け
ば
よ
か
っ
た

の
だ
が
、
思
わ
ず
す
べ
っ
て
〃
ど
す
ん
″
と
デ
カ
イ
尻
も
ち
。
カ

バ
が
ひ
つ
く
り
返
っ
て
バ
カ
に
な
り
か
け
、
雪
の
冷
た
さ
に
よ
ほ

ど
お
ど
ろ
い
た
と
見
え
、
喰
い
し
ん
ぼ
う
の
彼
等
で
さ
え
、
逆
に

エ
サ
を
あ
き
ら
め
、
も
と
の
小
屋
に
ス
ゴ
ス
ゴ
あ
と
ず
さ
り
、
尻

の
方
か
ら
退
散
し
て
し
ま
っ
た
。

一
方
、
す
ぐ
近
く
の
オ
リ
で
は
熱
い
砂
漠
の
国
か
ら
や
っ
て
き

た
ラ
ク
ダ
が
、
暖
か
い
小
屋
に
は
み
む
き
も
せ
ず
、
降
り
し
き
る

5３

小
屋
に
も
入
ら
ず
小
刻
に
ふ
る
え
な
が
ら
立
ち
す
く
む
ラ
ク
ダ

雪
の
中
、
寒
さ
に
小
刻
み
に
ふ
る
え
な
が
ら
も
、
じ
っ
と
立
ち
つ

く
し
て
い
た
。

そ
れ
は
あ
た
か
も
砂
漠
で
の
砂
嵐
の
中
、
ジ
タ
パ
タ
動
か
ず
、

じ
っ
と
通
り
過
ぎ
る
ま
で
耐
え
忍
ぶ
こ
と
が
生
き
る
〃
お
き
て
″

だ
と
い
う
の
だ
ろ
う
。
重
い
ほ
ど
の
雪
を
背
に
の
せ
、
二
本
の
白

い
鼻
イ
キ
を
ふ
か
せ
な
が
ら
、
雪
を
ま
る
で
砂
嵐
の
一
種
と
思
っ

て
か
、
動
こ
う
と
も
し
な
い
。
そ
の
姿
は
哀
れ
で
さ
え
あ
っ
た
。

さ
ら
に
隣
の
ダ
チ
ョ
ウ
や
エ
ミ
ュ
ー
も
同
じ
。
飛
ぶ
こ
と
の
で

き
な
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
〃
カ
ゴ
の
烏
″
は
イ
ヤ
だ
と

ば
か
り
、
雨
が
降
ろ
う
が
嵐
が
来
よ
う
が
絶
対
に
小
屋
に
は
入
ら

な
い
。
吹
き
つ
け
る
方
向
に
じ
っ
と
う
ず
く
ま
っ
て
前
夜
来
動
か

な
い
。
そ
こ
で
カ
メ
ラ
を
向
け
た
と
た
ん
立
ち
あ
が
っ
た
跡
に
黒

い
土
が
の
こ
っ
て
い
た
。

思いがけない大雪に大喜びのペンギン
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恩

反
対
に
〃
寒
い
け
れ
ど
雪
は
た
の
し
い
な
あ
／
″
と
思
い
が
け

な
い
〃
ふ
る
さ
と
″
の
贈
り
も
の
に
大
喜
び
し
た
の
は
、
い
わ
ず

と
知
れ
た
ペ
ン
ギ
ン
た
ち
だ
。
白
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
は
ま
る
で

ち
が
う
。
ク
チ
パ
シ
で
雪
を
す
く
っ
て
は
冷
た
い
〃
ふ
る
さ
と
の

味
″
に
舌
づ
つ
み
。
ま
た
砂
遊
び
な
ら
ぬ
、
雪
の
上
に
コ
ロ
ゲ
回

っ
て
は
ば
た
く
〃
雪
あ
び
″
を
楽
し
み
、
う
つ
伏
せ
に
な
っ
て
胸

の
ソ
リ
で
ひ
と
す
べ
り
、
さ
す
が
雪
は
天
然
の
ロ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

こ
う
し
た
一
日
の
う
ち
に
、
ペ
ン
ギ
ン
の
毛
並
な
ら
ぬ
エ
ン
ビ
服

の
汚
れ
を
き
れ
い
に
落
と
し
、
純
白
の
胸
に
エ
ン
ピ
服
姿
の
ペ
ン

ギ
ン
た
ち
は
見
ち
が
え
る
ほ
ど
美
し
さ
を
増
し
た
。

同
じ
冬
烏
の
仲
間
た
ち
、
ス
ワ
ン
一
家
も
雪
の
中
、
愛
の
抱
卵

に
急
が
し
く
大
雪
の
寒
さ
に
冷
え
こ
ま
せ
て
は
一
大
事
と
、
何
度

も
オ
ス
、
メ
ス
交
互
に
体
温
を
ゆ
ず
り
あ
っ
て
い
た
。
そ
の
か
い

あ
っ
て
、
三
月
二
十
四
日
、
五
羽
の
ヒ
ナ
が
無
事
誕
生
し
た
。

こ
の
よ
う
な
冬
の
動
物
と
し
て
の
喜
び
と
は
別
、
ま
る
っ
き
り

ヒ
ト
の
子
と
同
じ
よ
う
に
、
生
ま
れ
て
初
め
て
見
る
め
ず
ら
し
さ

に
寒
さ
を
忘
れ
、
お
ど
り
出
た
の
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
姉
弟
だ
。
長

か
っ
た
冬
の
寒
さ
に
、
ヒ
ビ
割
れ
し
た
足
を
ひ
き
ず
り
な
が
ら
も

雪
の
中
を
一
目
散
に
か
け
回
る
。
チ
ェ
リ
ー
も
金
ち
ゃ
ん
も
銀
ち

5４

や
ん
も
〃
雪
の
ご
ち
そ
う
″
を
口
に
ほ
う
ば
っ
て
は
、
ま
た
室
内

に
戻
っ
て
き
た
。

人
工
で
育
て
た
三
児
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
カ
キ
氷
が
大
好
物
、

〃
夏
の
味
覚
″
を
思
い
出
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
積
っ
た
雪
を
丸

うずくまっていたダチョウの背に積った雪

騨
鵜
蝿
難
篭
識
茜
懲

§

覚
″
を
思
い
出
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
積
っ
た
雪
を
丸

め
て
は
口
に
押
し
こ
み
、
舞
落
ち
る
雪
の
ゴ
チ
ソ
ウ
に

大
き
な
口
を
開
け
て
〃
あ
’
ん
″
・

よ
し
、
ひ
と
つ
試
し
て
や
ろ
う
と
、
大
き
な
雪
ダ
ル

マ
を
つ
く
っ
て
み
せ
ら
、
三
児
は
で
き
あ
が
っ
た
直

後
、
人
形
に
み
え
る
の
か
総
攻
撃
、
あ
っ
と
い
う
ま
に

な
ぐ
り
と
ば
し
粉
み
じ
ん
。
こ
わ
し
た
あ
と
ま
た
口
に

ほ
お
ば
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
雪
を
ほ
う
ば
る
チ
ェ
リ

ー
が
お
か
し
げ
な
顔
を
す
る
。
冷
た
い
雪
が
、
ほ
う
ば

っ
た
虫
歯
を
痛
め
る
た
め
だ
（
目
下
五
才
で
永
久
歯
に

生
え
か
わ
っ
て
い
る
）
。

そ
の
上
、
お
か
げ
で
翌
日
か
ら
チ
ェ
リ
ー
ら
三
児
が

鼻
を
ズ
ル
ズ
ル
、
咳
を
ゴ
ホ
ン
、
ゴ
ホ
ン
。
カ
ゼ
グ
ス

リ
に
ア
リ
ナ
ミ
ン
、
玉
子
酒
な
ら
ぬ
玉
子
入
牛
乳
を
ど

っ
さ
り
飲
ん
で
は
寝
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。
：
．
…
ご
心
配

な
く
二
、
三
日
で
す
っ
か
り
よ
く
な
り
ま
し
た
。

雪
の
中
を
走
る
金
ち
ゃ
ん
と
銀
ち
ゃ
ん

〈
王
子
動
物
園
飼
育
係
写
真
も
〉
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3５

さ わやかな初夏の装いに
マッチした

輸入サングラス
霞 瀞．

＊ニコンレンズフオトグレー好評発売中
陽があたると濃くなり室内に入ると
色が淡くなる理想的なレンズ

＊弱視眼鏡、補聴器、光学関係
の事ならなんでもご相談下さい

☆

顕微鏡・天体望遠鏡・航海計器・光学器一般

ネ辰服部メガネ店メ
神戸・大丸前ＴＥＬ ､ ３３－１１２ｓ

ハイセンスな贈り物. ノ
ゴンチャロフの、フアンシーチョコレートは
一粒、一粒、真心をこめて創った、手作りの
工芸品です。プレゼントには、ハイセンスな
フアンシーチョコレートを是非お選び下さい

霧》霧
チョコレート＊キャンデー

覇‘ニグヂャロフ
本社神戸市生田区加納町４の１
直売店さんちか・スイーツタウン

ＴＥＬ⑲－２６３６
ＴＥＬ⑲－３５６３
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スイスの靴の町
アロー市を , ゆく

清水俊夫

左クロス清水社長
5６

鍵

Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
の
マ
ー
ク
を
ご
存
じ
の
靴

フ
ァ
ン
な
ら
お
わ
か
り
と
思
う
が
、
は

き
ご
こ
ち
、
デ
ザ
イ
ン
、
丈
夫
さ
の
点

に
お
い
て
は
世
界
的
な
靴
だ
。
「
ど
ん
な

風
に
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
の
靴
は
で
き
る
の
か

？
」
と
い
う
単
純
な
疑
問
が
商
売
柄
頭

を
は
な
れ
な
い
。
そ
し
て
私
は
初
め
て

〃
ア
ロ
ー
市
″
に
足
を
ふ
み
い
れ
た
。

そ
こ
は
、
と
に
か
く
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
村
で

あ
っ
た
。
日
本
で
い
う
な
ら
ト
ョ
タ
の

豊
田
市
と
い
っ
た
感
じ
。
初
め
特
急
車

で
ア
ロ
ー
の
駅
へ
着
く
と
、
車
二
台
で

三
月
九
日
。
私
は
、
パ
リ
・
オ
ル
リ

ー
空
港
か
ら
、
ス
イ
ス
・
チ
ュ
ｉ
リ
ッ

ヒ
空
港
へ
到
着
。
さ
わ
や
か
な
空
の
下

に
ひ
ろ
が
る
美
し
い
ス
イ
ス
の
景
色
。

そ
し
て
き
れ
い
な
フ
ォ
ー
ド
、
ダ
ッ
ヂ

マ
ー
キ
ュ
リ
ー
な
ど
大
型
の
タ
ク
シ
ー

群
。
パ
リ
の
シ
ュ
ト
ロ
エ
ン
な
ど
小
型

で
、
き
た
な
い
神
風
タ
ク
シ
ー
に
な
れ

た
眼
に
は
、
一
そ
う
き
れ
い
に
写
っ
た

私
の
目
的
地
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
か
ら

ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
百
キ
ロ
で
飛
ば
し
て
一

時
間
の
距
離
に
あ
る
〃
ア
ロ
ー
市
″
で

あ
る
。
こ
こ
へ
や
っ
て
き
た
の
は
、
私

の
店
で
売
っ
て
い
る
ス
イ
ス
の
バ
リ
ー

ジ
ュ
ー
ズ
の
工
場
見
学
の
た
め
だ
。

ぺ
き
で
、
ほ
こ
り
を
す
べ
て
風
圧
で
吸

収
し
て
し
ま
う
装
置
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
、
い
か
に
も
ス
イ
ス
の
工

場
ら
し
い
雰
朋
気
だ
っ
た
。
靴
は
、
簡

単
な
機
械
を
部
品
的
な
使
い
方
を
し
て

あ
と
は
す
べ
て
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
で
あ

る
。
初
日
は
註
文
に
か
か
り
、
世
界
各

地
に
あ
る
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
の
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
を
一
個
所
に
ま
と
め
た
大
き
な
部
屋

で
、
靴
を
眺
め
な
が
ら
受
注
す
る
。
だ

か
ら
す
べ
て
が
受
注
生
産
で
見
込
生
産

は
し
て
い
な
い
。

ヨ

睡
詫
降
れ
‐

私
た
ち
に
は
、
輸
出
部
長
の
ロ
バ
ー

ト
さ
ん
が
一
週
間
つ
き
っ
き
り
で
世
話

を
し
て
も
ら
っ
た
。
ホ
テ
ル
へ
朝
晩
自

分
の
ワ
ー
ゲ
ン
で
送
迎
し
て
く
れ
る
勤

勉
さ
と
親
切
心
に
は
驚
い
て
し
ま
う
。

今
秋
の
靴
の
傾
向
は
、
靴
先
が
丸
め
と

細
め
の
中
間
。
皮
は
キ
ッ
ド
・
エ
ナ
メ

ル
・
色
は
白
と
紺
。
そ
し
て
太
い
か
か

と
。
パ
ン
タ
ロ
ン
に
は
編
上
げ
の
靴
を

作
る
そ
う
だ
。
ま
た
紳
士
物
は
、
靴
と

ネ
ク
タ
イ
の
色
を
合
わ
せ
て
出
し
て
い

る
の
が
新
し
い
行
き
方
で
あ
る
と
い

》
つ
。私

は
、
黒
と
白
の
ネ
ク
タ
イ
を
自
分

で
使
い
心
地
を
た
め
す
た
め
に
買
お
う

と
し
た
ら
、
ロ
バ
ー
ト
さ
ん
は
、
「
五

フ
ラ
ン
で
結
構
で
す
」
。
「
そ
れ
じ
ゃ
安

本
す
ぎ
る
か
ら
、
こ
れ
は
ち
ゃ
ん
と
お
払

丙
》
い
し
ま
す
よ
一
と
い
っ
た
ら
「
い
い
え

の
水
い
い
ん
で
す
。
五
フ
ラ
ン
で
五
円
（
ご

咋
環
蝦
縁
）
が
あ
り
ま
す
よ
う
／
」
と
粋
な
答

が
郡
醒
え
が
返
っ
て
き
た
の
に
は
感
激
し
た
。

布
詐
や
ま
あ
よ
く
も
、
日
本
を
勉
強
し
て
い
る

》
》
謁
醜
極
殖
碗
砕
遥
季
嘩
謝
蓉
諦
鐸
鐸
岬
韮

▲

に
到
着
す
る
。
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
フ
ァ
ン
の

皆
さ
ん
に
き
っ
と
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

と
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

（
ク
ロ
ス
社
長
）

三
、
四
人
の
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
社
員
が
出
迎

え
て
く
れ
た
。
町
の
真
中
を
流
れ
る
川

の
両
側
に
、
紳
士
物
、
婦
人
物
各
々
の

工
場
が
建
ち
、
川
を
せ
き
と
め
ダ
ム
を

作
り
自
家
発
電
の
装
置
ま
で
持
っ
て
い

る
が
、
ま
だ
そ
の
他
に
、
木
型
を
つ
く

る
工
場
な
ど
靴
に
関
す
る
す
べ
て
の
工

場
が
、
百
以
上
も
並
び
、
地
下
道
で
そ

れ
ぞ
れ
を
つ
な
い
で
い
る
。
一
日
に
三

万
足
生
産
す
る
工
場
は
、
八
千
人
の
男

女
半
々
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
朝
八
時
’
十

二
時
、
昼
は
二
時
間
休
み
、
二
時
’
六

時
ま
で
働
く
。
昼
食
は
バ
ス
四
十
台
で

送
り
迎
え
を
す
る
の
だ
が
眺
め
て
い
る

と
壮
観
だ
。
工
場
内
は
換
気
装
置
が
完
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》

｛
画
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鷺
恥

読露蕊

画一一

ｕＣ上島コーヒーショップ
さんちかメンズタウンＴＥＬ３９－５６７７
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ゴー全一

☆世界のＣＯＦＦＥＥを飲もう／ＵＥＳＨＩＭＡ
ＣＯＦＦＥＥ

ＣＯＭＰＡＮＹ
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》
《

鰯 も一十
菖一
＝亀if『，ｆ；
鎌］

神戸日建寵劃f - , 学移
本社☆神戸市生田区元町６丁目2 6 鋤4 1 9 6
工場☆神戸市葺合区琴緒町｜ノ1 0 2 2 8 9 4 7

蕊鍵‘今月の店舗：
Ｉ１ｉ文の助茶屋

大丸内（５Ｆ）ｏｐｅｎ１１月．
大丸内に新しく開店した甘党コーナー。…
ベニガラ格子とノレンが落ちつきのある…
京都のムードを出している。 繭

騨謡
鋸
鐸

》
癖
函

鍛
癖
蓉

織
一
一
斗

癖
癖
型

》
織
蛎

;扇扇‘蔵
“吟

一名

：『Ｉ

蕊
里里

H1H 1

軍

I!；i$ｉ

Vii
㎡郵虫

ｒ
ｉ

１

国零垂

ｉ
『
』

建築設計施工, 店舗改造
神戸市生田区中山手通３丁目
ＰＨＯＮＥ２２－７１７２．６０５２

『

、
型

Ｆ
Ｌぐ

地下パーラー
店内はアイボリ系統で統一特に家
具で豪華さを持たせ、女性的なムー
ドのパーラー。

K●B E
I[lKKE]［

唇鵜
インテリヤコンパニオン照明の店舶来ムー 光のパイオニア
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